
ビジョン2035「共助社会の担い手になる」へ向けた活動

	▓ プラットフォーム型ビジネスモデル

ヤクルトは、地域社会における共助の担い手として、地域の、企業、自治体と多層的かつ多面的なつながりを築きながら、社会

課題の解決に取り組んでいます。これらのつながりを基盤として、持続可能なネットワークの形成やコミュニティの創出、新た

なサービスの開発を推進することで、人々の健康維持と生活の質の向上を支援します。私たちは、地域社会と共に成長し、誰

もが安心して暮らせる住みよいまちづくりに貢献するプラットフォームの確立を目指してまいります。

群馬ヤクルトは、ヤクルトグループ創業100周年・群馬ヤクルト創業

80周年を迎える2035年をビジョン実現の年と定めた。目指す姿は

「共助社会の担い手になる」乳製品人口比20%を目指す。

ビジョン実現のために、2021年度を新創業元年と位置付け、2035年

までを5つのステージに分け、3年ごとの中期経営計画を策定した。

2021年度より中期経営計画を策定

群馬ヤクルトのビジョン

ヤクルトの自律性・主体性・独自性を保った「ヤクルト・プラットフォーム」。地域に生きる人々の生活の質の向上、地域課題の解決に寄与

できる事業、サービスの場を、地域社会の諸団体との「つながり」を通じて提供します。

キーワードは

ビジョン2035

「共助社会の担い手になる」
乳製品人口比20%を目指して

	▍ ヘルスケアカンパニーへの進化とプラットフォーム型ビジネスモデル構築

人とのつながり助け合える関係性 世代間交流

群馬ヤクルト

SNS 県内企業 社会福祉協議会

地域包括
ケアセンター

民生委員

高齢者施設NPO自治会医師会「病院」

警察・消防

学校

自治体「県・市町村」
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ビジョン2035「共助社会の担い手になる」へ向けた活動

	▓ 第2ステージ（2026年まで）変革課題および全社戦略マップ

◦地域とのつながりを広げ、コミュニティを創出し、社会課題解決型の新たなプラットフォームを築く

◦顧客とのつながりを深化させるDXとヘルスケアパートナーによる宅配サービスの変革

財務
視点

顧客
視点

業務
プロセス
視点

学習と
成長視点

ありたい姿であるビジョン実現に向けた、中期経営計画　第2ステージ（2024‐2026）の変革課題と全社戦略マップを作成しました。

	▍ 全社戦略マップ

ビジョン
研修

S.T.E.P
キャリア

研修

マイスター
制度

現場力向上
の各種活動 創発会議 ボイスの

時間

IT
リテラシー

向上研修

乳製品人口比15％超え

地域からの信頼
（Community trust)
◦予防医学の推進＝健康寿命延伸
◦健康で楽しい生活＝幸福度指数
◦当社とのつながり拡大（つながり数）

従業員からの信頼
（Employee　trust)
◦ヤクルトスタッフ充足率
◦ヤクルトスタッフ離職率
◦月間20時間以上の残業ゼロ
◦有休消化率

エリア
価値普及
◦量販店
◦病院・学校
◦事業所

乳製品人口比20％エリアの実現

顧客からの信頼
（Customer trust)
◦顧客継続率
◦月間購入回数
◦�お申し出件数削減

労働環境整備
◦�心理的安全性の確保
◦�ワークライフバランス
◦健康経営実践
◦�サービスセンター・ 

車両・資機材
◦人事制度改革

宅配新ビジネスモデル
◦�新エリア設計 

（管理人口1,800人）
◦お届けの進化（新サービスの提供）
◦�ヤクルトスタッフの多様化と処遇改

革

ネットワークの形成と
プラットフォーム構築
◦�地域の自治体・自治会・ 

各種団体とのつながり拡大
◦�健康寿命延伸でつながる新

たな顧客の創造
◦�各プラットフォームで健康の

価値を普及

自治体連携協定 健康経営普及活動

健康教室 ポールウォーキング子ども食堂

DX
◦�業務プロセス改善による 

生産性向上
◦顧客関係を深化させるデータ活用

●顧客エンゲージメントの向上
●プラットフォームに集まる人々のウェルビーイングに貢献

人材開発　「主体性の向上」「価値観の実践」「信頼関係を築ける人材育成」「社会人基礎力の強化と高い専門性の追求」

エンゲージメント向上　「ビジョンの共有」「仕事のやりがい」「上司・同僚・部下との信頼関係」

●カスタマーインティマシー　●主体的に考え行動できる人・組織
●革新の精神で新たな価値を創造し続ける人・組織

収益性の向上
◦一人当たりの労働生産性向上
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ビジョン2035「共助社会の担い手になる」へ向けた活動

	▍ 7期連続（20年） 最優秀販売会社賞 受賞

7期連続（20年間）最優秀販売会社賞を受賞いたしました。これからも、一人でも多くの方へ「健康と美」をお届けすることを使命に、従

事者全員で「ビジョン2035 ～共助社会の担い手になる～」の達成を目指してまいります。

◦�ヤクルトグループ 
「総合最優秀販売会社賞」受賞（7期連続）

最優秀販売会社賞 部門優秀賞 化粧品売上高指数部門

ヤクルトグループ 優秀販売会社表彰

◦�ヤクルトグループ 
「部門優秀賞（化粧品売上高指数部門）」受賞
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ビジョン2035「共助社会の担い手になる」へ向けた活動

安全・安心なくらしを支える
地域づくりネットワーク

私たちは「共助社会の担い手」として、健康と美のお届けを通して地域の方々と助け合いながら、安全・安心に暮らせる地域づくりを

行っています。「自助」に対しては、ヤクルトのお届けと共に健康情報の提供を行い、自分たちと家族の安全・安心なくらしを守るための

啓発を行っています。また「公助」と「共助」をつなぐ活動に力を入れ、自治体や警察・消防、各種団体と連携し、安全・安心なくらしを支え

る地域づくりネットワークの円滑な運用を目指しています。

	▍ 共助社会で私たちにできること

自助

公助 共助

自分と家族の安全・安心なくらしは自分たちで守る

地 域 の方 々など周りの人たちや、企 業 が 
助け合い安全・安心なくらしを守る

自治体や警察・消防などの公的な支援で 
安全・安心なくらしを守る

ヤクルトスタッフのショルダーに貼付火災予防運動広報活動に対する委嘱状

健康情報の提供

公助と共助をつなぐ
地域包括連携協定を締結して、協働による地域づくりを推進し、あらゆる分野で 

安全・安心なくらしに向けた相互連携を行います。

2025年度までに1県11市8町7村3団体と締結

「共助社会の担い手」として

POLICE
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ビジョン2035「共助社会の担い手になる」へ向けた活動

自治体と一緒に、地域住民の健康増進や地域づくりに関する活動を行っています。具体的な活動は、「健康増進及び食育」「高齢者・障

がい者及び子どもの支援」「スポーツ及び文化振興」「防災・災害対策及び防犯」「市町村政のPR及び観光振興」などです。今年度は、伊

勢崎市と包括連携協定を締結しました。

●「�健康づくりの推進に
向けた連携協力に
関する協定」

●「�包 括 連 携に関する
協定」

前橋市
（2020年11月）

沼田市
（2019年3月）

玉村町
（2017年11月）

甘楽町
（2019年7月）

富岡市
（2018年9月）

安中市
（2018年8月）

藤岡市
（2018年3月）

長野原町
（2023年3月）

渋川市
（2018年6月）

みなかみ町
（2021年2月）

吉岡町
（2020年7月）

昭和村
（2022年8月）

高山村
（2023年2月）

南牧村
（2023年1月）

みどり市
（2022年10月）

中之条町
（2021年2月）

榛東村
（2019年10月）

東吾妻町
（2021年2月）

嬬恋村
（2020年11月）

高崎市
（2017年9月）

高崎市
（2021年12月）

太田市
（2024年10月）

2025年現在　協定締結自治体

1県11市8町7村 計27自治体

※�みどり市と桐生市と太田市の一部は両毛ヤクルト販売㈱様管内を、伊勢崎市は埼玉北部ヤクルト販売㈱様管内を含む

地域連携の推進

片品村
（2022年9月）

神流町
（2023年8月）

川場村
（2023年9月）

伊勢崎市
（2026年3月）

桐生市
（2023年12月）

	▍ 自治体との連携

16 群馬ヤクルト　－2025年度事業活動報告書－



ビジョン2035「共助社会の担い手になる」へ向けた活動

	▍ 協定締結自治体における事業

	▍ 令和7年度　しぶかわジェンダー平等推進表彰を受賞

連携協力に関する協定を締結している渋川市が今年度より実施した、

「ジェンダー平等の推進と、誰もが自分らしく活躍できる社会の実現

に向けた先進的な取り組みを顕彰する制度」において、各賞を受賞し

ました。

	▓ �受賞理由

女性の健康課題に組織として正面から取り組み、職場全体でジェン

ダー平等の意識を高めている姿勢は、「働きやすさと健康の両立」を目

指すこれからの企業像として高く評価されました。

頑張る女性の健康セミナー（高崎市） 脳活塾（渋川市） 健康まつり（玉村町）

交流人数

32,175名

連携総事業数

261事業

健康づくり事業数

94事業

地域活性事業数

104事業

その他

63事業

※すべて延べ数

しぶかわジェンダー平等推進表彰

特別賞　しぶかわジェンダーヘルス推進功労賞

受賞内容
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